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重要な遺跡として認定
「佐田谷・佐田峠墳墓群」の国史跡指定の答申

生涯
学習課

　

国
の
文
化
審
議
会
が
、
６
月

18
日
の
文
化
審
議
会
文
化
財
分

科
会
の
審
議
・
議
決
を
経
て
、

「
佐さ

だ

だ

に

田
谷
・
佐さ

だ

だ

お

田
峠
墳ふ

ん
ぼ
ぐ
ん

墓
群
」
を

国
史
跡
に
指
定
す
る
よ
う
、
文
部

科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
東
城
町
の
寄よ

せ
く
ら倉

岩い
わ
か
げ陰
遺
跡（
昭
和
44
年
史
跡
指
定
）

に
次
い
で
、
２
例
目
の
国
史
跡
指

定
と
な
り
ま
す
。

　

国
史
跡
と
は
、
我
が
国
に
と
っ

て
歴
史
上
ま
た
は
学
術
上
価
値
が

高
く
、
継
続
的
な
保
護
・
活
用
が

必
要
な
遺
跡
な
ど
を
指
し
、
国
の

文
化
財
審
議
会
の
答
申
を
経
て
、

文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
19
～

28
年
度
に
、
墳
墓
群
の
全
体
像
を

つ
か
む
た
め
、
広
島
大
学
考
古
学

研
究
室
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
発

掘
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
墳
墓
群
全
体
が
明

ら
か
と
な
り
、
今
回
の
国
史
跡
指

定
の
答
申
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
答
申
に
よ
り
、「
佐
田

谷
・
佐
田
峠
墳
墓
群
」
は
今
後
、

官
報
告
示
を
経
て
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
市
は
墳
墓
群
を
、
歴
史

学
習
の
場
や
観
光
資
源
と
し
て
活

用
す
る
と
と
も
に
、
保
存
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

佐
田
谷
・
佐
田
峠
墳
墓
群
と
は

　

高
町
・
宮
内
町
の
国
道
１
８
３

号
付
近
に
所
在
す
る
、
弥
生
時
代

広告

中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
（
紀
元

前
１
世
紀
～
紀
元
１
世
紀
ご
ろ
）

の
墳
墓
群
で
す
。

　

四よ

す

み隅
突と

っ
し
ゅ
つ
が
た

出
型
墳ふ

ん
き
ゅ
う
ぼ

丘
墓
３
基
、

方ほ
う
け
い形
台だ

い
じ
ょ
う状
墓ぼ

４
基
、
方ほ

う
け
い形
周し

ゅ
う
こ
う溝

墓ぼ

１
基
の
８
基
か
ら
な
り
、
東
西

約
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
、

佐
田
谷
１
～
３
号
墓
、佐
田
峠
１
・

２
号
墓
、
佐
田
峠
３
～
５
号
墓
の

３
群
に
ま
と
ま
る
形
で
造
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
の
墳
丘
築
造
方
法
と
埋
葬
の

関
係
、
埋
葬
施
設
の
配
置
、
墳
墓

で
の
祭さ

い
し祀
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
重
要
な
遺
跡
で
す
。

至 庄原至 庄原

至 西城至 西城

佐田谷１～３号墓佐田谷１～３号墓
佐田峠１・２号墓佐田峠１・２号墓

佐田峠３～５号墓佐田峠３～５号墓

佐田谷１号墓（四隅突出型墳丘墓）

出土した土器（佐田谷３号墓）

佐田谷佐田垰墳墓群　所在地 佐田峠４号墓（方形周溝墓）


